
母親のストレス軽減を目的とした
プログラム開発

　食物アレルギーの発症は、乳幼児期が圧
倒的に多いことが知られています。食物ア
レルギーの治療の基本は、アレルゲンを除
去する徹底的な生活管理にあります。乳幼
児期は、母親の多くが多少なりとも育児不
安やストレスを抱える時期でもあり、その
上、食物アレルギーが子どもにあれば、母
親のストレスは増大することが推察されま
す。しかも、食物アレルギーの治療を進め
ていく上で、主に子どもの生活管理をして
いる母親の責任は大きく、その精神的負担

の大きさは計り知れないものがあります。
実際問題として、母親は食物アレルギーに
関する正しい知識の不足や周囲の無理解に
よって、困惑したり不安を感じたりするこ
とも少なくありません。
　また、死に至る可能性もあるアナフィラ
キシーショックへの恐怖は、特に子どもの
アナフィラキシーショックを実際に目の当
たりにしたことのある母親にとっては非常
に現実感を伴ったものです。さらに、乳幼
児期という急激な成長期に、食物アレル
ギーによって重要な栄養源の除去を余儀な
くされることによって、十分な栄養が摂取

牛乳アレルギー児を持つ母親のストレス軽減
牛乳を少しずつ増やすことに
前向きに取り組めるようにサポート

代表研究者　国立成育医療研究センター：小西瑞穂 

　食物アレルギーの第2位に位置する乳幼児の牛乳アレルギー改善に向け、精神医学
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できないことへの不安を抱えながら、日常
生活を送っているケースも多くあります。
　そこで本研究では、食物アレルギーの中で
も発症率も高く、治りにくいケースの多い「牛
乳アレルギー」に着目し、牛乳アレルギーの
子どもを持つ母親のストレス軽減を主な目的
に、精神医学分野で発展した家族心理教育
を応用してプログラムを開発しました。母親が
プログラムの実践を通して、牛乳アレルギー
について正確な知識を得るとともに、牛乳ア
レルギーの治療や育児から生じるストレスに
対処できるようになり、心の健康を向上させ
ることを目指しました。

プログラムを重ねるごとに
母親が心理的に変化

　プログラムは、A病院アレルギー科外来
に通院する牛乳アレルギー患者3～5歳児
の母親6名（内1名は辞退）を対象に実施
しました。子どもの年齢を限定した理由
は、食物アレルギーの症状がある程度落ち
着いた状態になると言われている3歳時点
でも改善が見られない場合の母親の焦り
や、小学校入学を前に、給食で牛乳が出さ
れることに不安を感じる母親の精神状態を
考慮したからです。
　今回のプログラムは、母親を2グループ
に分け、2週間に一度、全4回実施しまし
た。プログラムは2部構成からなっており、
専門的知識を提供する教育プログラムと、
母親から提示された「現在困っていること」
や「話し合いたいこと」について母親同士
で問題を共有化し、実践的に問題を解決す

るグループワークで実施しました。プログ
ラムは１回につき2時間とし、プログラム
の開始前と開始後には、「食生活管理に対
する負担感」「母親の精神的健康」「育児に
対する感情」「牛乳負荷量」などについて
の質問紙と、プログラムの感想を自由記述
によるアンケートで調査しました。さらに、
長期的な効果を検証するため、プログラム
終了後3ヶ月と6ヶ月後には、前述のプロ
グラムと同様の構成で、フォローアッププ
ログラムを行い、同様の質問紙と自由記述
によるアンケート調査を実施しました。
　質問紙の結果を分析すると、フォロー
アップ終了後には「食生活管理に関する負
担感」及び「子どもへの態度・行為への
負担感」「育児不安感」の数値が低下する
とともに、「母親の精神的健康」が改善し
ました。また、牛乳アレルギーの症状を改
善させる治療法として、「経口免疫療法」
という子どもが毎日飲む牛乳の量（牛乳負
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表 1：プログラム一覧

・質問形式によるアンケート
・自由記述よるアンケート
（内容）  「現在困っていること」
  「プログラムで話し合いたいこと」
・フェイスシート（参加者の基本データ）の記入

・質問形式によるアンケート
　 （開始前と同じ内容）
・プログラム内容の評価
・自由記述によるアンケート

プログラム
開始前

プログラム
終了後・
フォローアップ
終了後

教育
セッション

グループワーク

第 1 回 「牛乳アレルギー」
第２回 「牛乳の栄養および代替食品」
第３回 「ストレスの捉え方と子どもの接し方」
第４回 「除去メニューの工夫について（試食）」
３ヶ月後（フォローアップ）
  「子どもと元気に暮らすためのコツ」
６ヶ月後（フォローアップ）
  「睡眠について / ヨガ」

母親から提示された内容で情報交換



荷量）を少しずつ増やしていく方法を用い
たことにより、プログラムが進むにつれて
順調にその量が増加しました。牛乳アレル
ギーの子どもが飲む牛乳の量を増やすとい
うことは、アレルギー症状を引き起こす可
能性が高くなるということになります。そ
のため、母親は不安を感じたり、ナーバス
になりがちです。しかし、プログラムに参
加することで、母親が牛乳アレルギーの治
療に対する知識を深め、同じ疾患の子ども
を持つ母親同士で悩みを共有できたこと
で、精神的な負担感が低下し、リスクを伴
うがゆえに消極的になりやすい子どもが飲
む牛乳量の増量についても前向きに取り組
めるようになりました。

プログラム前後の各質問紙得点の変化

グラフ 1

育児負担感

子ども負担感

育児不安感

育ち不安感

育児肯定感

育児感情尺度

開始前 フォロー
アップ①

終了後 フォロー
アップ②

4

8

12

16
(点)

食生活管理に
関する負担感

開始前 フォロー
アップ①

終了後 フォロー
アップ②

20

40

60

80

100(点)

母親の
精神的健康

開始前 フォロー
アップ①

終了後 フォロー
アップ②

(点)

0
4
8
12
16

牛乳負荷量

開始前 フォロー
アップ①

終了後 フォロー
アップ②

0

17.5

35

52.5

70
(ml)

＊縦軸の単位（点）は、アンケート得点の平均点

「しんどいときはしんどいと言っ
ていい」という気づき

　今回、質問紙の結果以上に注目されたの
が自由記述による回答で、母親の心理的変
化が文面から“ありあり”と伝わってきま
した。プログラム開始前、どちらかと言う
と母親のニーズは、牛乳アレルギーに関す
る正しい知識を得ることが目的の教育プロ
グラムにありました。しかし、すべてのプ
ログラム終了後には、グループワークが効
果を高めたことが自由記述の回答からも明
らかでした。それを象徴するように、「現
在困っていること」や「話し合いたいこと」
など母親から提示されるグループワークの
話題が、3回目までは牛乳アレルギーに関
することでした。しかし、4回目とフォロー
アッププログラム時には牛乳アレルギーの
話題が母親から上がらなくなりました。

自由記述の紹介（一部抜粋）

・これまでの生活で当たり前に感じて

いたことを改めてアンケートに書い

たり、口に出すことで新たな気づき

があった。

・精神的なことを口に出せてありがたい。

・悩みが少なくなった。

・前向きにみんなとシェアできること

で元気をもらった。

・たくさんの励ましで、モチベーショ

ンが上がった。

・心理面の話に興味があり、新しい気

づきがたくさんあった。

・満たされない部分をフォーカスする
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のは、人生においても損だ。

・同じ悩みを持っていることが聞けて、

気持ちが楽になった。

・すぐに実践できることを学べるのは

嬉しい。

・自分の成長に目を向けるきっかけに

なった。

・ゆったりした気持ちになることができた。

・毎回のプログラム参加後は、ストレ

スフリーになった。

　自由記述の回答を見ると、プログラムを
重ねるごとにストレスが軽減し、自信が回
復されていく様子が伺えます。しかし、母
親はこれまでに子どもの牛乳アレルギーに
ついて、人前で話すことがほとんどなく、
当初、プログラムに参加することに困惑す
る人も多くいました。そのため、母親がリ
ラックスして参加できるように、プログラ
ム実施時は特に3つのことを配慮しました。
　1つ目は、毎回、同じメンバーでプログ
ラムを行い、発言しやすい環境を作ること
でした。2つ目は、専門家の話を聞く場で
はなく、なるべくメンバー間で会話のやり
とりができるように配慮しました。3つ目
は、自分より子どもに目を向けがちな母親
に、まずは自分自身に目を向けさせるため、
内面の状態に気づけるような問いかけや声
かけを意識しました。母親が自らの気持ち
に気づき、それを話し、他者と共有するこ

とが心の安定につながることで、子どもの
見方や接し方が変わると考えたからです。
　さらに今回のプログラムで一番の成果は、
母親が「自分は頑張っている」ということ
に気づけたことだと考えています。母親は
母親としての役割や責任感から、自分の精
神的・身体的な「しんどさ」に気づかない
ケースが往々にしてあります。
　また、牛乳アレルギーの子どもに配慮し
ながらの生活は、乳幼児期から毎日そのよ
うな生活を送っている母親には当然の生活
になっており、気づかぬストレスとなって
いる可能性もあります。そのため、母親が
自分の不安や大変さに気づき、それを言葉
にして誰かと共有し、前向きな生活を営む
ことができるようになることが必要です。
母親が元気になることは子どもにも良い影
響を与え、牛乳アレルギーの治療にも良い
影響があるのではないかと考えています。　
　さらに、生活を送る中で大切なことは、
大変な生活の中にも良い面に気づき、母親
がこれまでの子育てや子どもに注ぐ深い愛
情に自信を持つことだと考えます。もちろ
ん、母親へのストレスを和らげることが、
直接的に子どもの牛乳アレルギーの改善に
つながるわけではありません。しかし、疾
患を持ちながらも日々を楽しく暮らすこと
が、治療に良い影響をもたらすと考えてい
ます。
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